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筆者らは最近ケガニ Erimacrusisenbecki (BRANDT)及びズワイガニ Chionoecetes

opilio (0_ F ABRICIUS) の甜脚にあらわれた，過剰再生によると思われる奇形を観察する

機会を得たので，その結果を報告する。

標本は2種共1個体ずつで，遠藤弥惣治氏及び前回新平氏の御厚意により提供されたも

のである。ここに両氏に対して厚くお礼を申し上げる。なお標本はすべて小田原甲殻類博

物館に保管されている。

I ケガニ Erimacrusisenbecki (BRANDT)の錯脚にあらわれた奇形

標本は遠藤弥惣治氏より提供されたカニで，甲長1∞mmの雄，宮城県仙台塩釜市市場
から昭和44年9月に入手されたものである。

このカニの左錯脚の掌節下縁，不動指の基部より約80度の角度で下方へ向って長さ約15

mmの鉛状に二文した突起が生じている (Text-fig.1)。この突起自体や，それと掌節と

の聞には関節は認められない。二文した部分は約40度の角度で聞いている。形態は正常の

鮒に類似し，鋭い小椋でおおわれ，校合面に相当する部分には 5~6 歯がある。

ケガニの正常な甜脚には多くの鋭い練と毛の束があり，左右相称であるが，このカニに

ついて左右の甜脚の大きさと各々の節の長さを比較すると，前節については正常紺脚(右

甜脚〉の長さは約65mm奇形甜脚(左甜脚〉は約53mm，であり，指節については正常甜

脚で約29mm，奇形甜脚では約27mmで，いずれも奇形鉛脚の方が短かく，形も小形であ

る。他の節については左右共にほぼ同じ長さであり，形態的な異常も認められない。
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Text-fig_ 1 ケガニの奇形鉛脚〈左鉛脚〉

Malformation of the left cheliped of Erimacrus isenbecki_ 
Upper， x 0_ 7_ Lower， x 2-
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Text.fig.2 ズワイガニの奇形鉛脚〈右錫脚). 上図一外仮ij，下図一内側.

a;本来の不動指， b-d;異常な指
Malformation of the right cheliped of Chionoecetes opilio， x L 4 
Upper， outer view. Lower， inner view. 
a， normal immovable finger， b-d， abnormal fingers. 
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甜状突起が生じている掌部下縁の外骨格には細かい多くのひだがあり，損傷に対する修復

の跡を示すものと考えられるので，この奇形は過剰再生によるものと思われる。

E ズワイガニ Chionoecetesopilio (D. F ABRICIUS)の甜脚にあらわれた奇形
標本は日本甲殻類学会員の前回新平氏より提供されたカニで，甲長約80mmの雄，米子

水産市場において昭和45年3月に入手されたものである。

このカニの奇形は Text-fig.2に示すように，各紺脚の可動指の部分にあらわれてい

る。図の aは正常の不動指で， b~d は問題となる部分である。 a~dの形態的な特徴は次

のようである。

a-長さは約30mm，本来の不動指で唆合面には鋸状歯が並んでいる。

bー長さは約20mm，aよりも短かく ，鋸状歯も小形で不完全である。

C一長さは約21mm， a ~ d のうちで最も短かく太L 、。 b とは約90度の角度で b の基部

から上方へ延び，先端に向ってdの方向に曲っている。極めて小さい鋸状歯がdに対

する縁に生じている。

dー長さは約40mm，で最も長い。cに対する角度は約60度，先端に向ってcの方向に

曲っている。 Cに対する縁には鋸状歯が並び，それは正常な可動指の唆合面にあるも

のと類似している。

これら b~d の指状突起はそれぞれ関節部がないが，基部は癒合して掌節と関節してい

る。

この奇形甜脚の本来の不動指がaであることは明瞭であるが，可動指の部分については

次の三つの仮定が成立つと思われる。

1. 本来の可動指が脱落してb・c・dが再生した。

2. bが本来のもので， dの基部下縁から c・dが再生した。

3. dが本来のもので，dの基部下縁からb・cが再生した。

b~d の うち， dが正常な可動指によく類似した形態を示していることから，3の場合

が妥当ではないかと思われる。なおc・dの癒合部外側に傷が認められるが，その傷の形

態は新しいので，この奇形と直接の関係はないと思われる。もしもこのカニが生き続けて

いたならば，この部分より新たな過剰再生がみられたかも知れない。

これと類似した奇形甜脚は伊藤 (1960)が同じ種類についてすでに報告している。

筆者らの一人(鈴木〉は現在ヒライソガニ Gaeticedepressus (de HAAN)・イソ ガニ

Hemigraρsus sanguineus (de HAAN)を材料として，付属肢における過剰再生につい

て実験中で，いずれ発表する予定である。

Resume 

This short paper deals with the two cases of the abnormal cheliped found 

in two species of ]apanese edible crabs， Erimacrus isenbecki (BRANDT) (Ke-

gani in ]apanese name) and Chionoecetes 0ρilio (0. F ABRICIUS) (Zuwai-gani in 
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]apanese name). 

The malformation of Erimacrus isenbecki is found in the left chela --

near the inner proximal portion of the inmovable finger， where a chela of a 

small size is found， which has no articulation with the original segment. 

In the second case， the malformation is found in the movable finger of 

the right side --three finger.like processes， whose bases are fused with each 

other， are articulating with the original segment. 

These two malformations seem to have been caused by hypertypic regen-

eration of the wounded chela. 
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